






































平成21年度調査を実施した7箇所のうち、 旧杉谷家地

点のみ遺構が検出されました。 調査地点は、 銀山地区内

の「上市場」に当たり、 銀山初期段階の退構や遺物が出

土する地点として知られていますc 調査は主屋の裏で、

銀山川沿いの敷地内に、 遺構が検出されたため、 3箇所

の試掘を行いました。

第1トレンチからは、 敷地の境界のためと思われる石

垣状の遣構と、 その下層では17世紀初頭と思われる遺構

而が検出され、 第2トレンチでは建物の基礎と考えられ �I日杉谷家地点調査

る石列や土坑、 集石遺構が発見されました。 また、 給3トレンチでは明確な遣構が検出されなかっ

たため、 そこに便槽が設置されました。

上市場地区では、 平成元年度以来の発据調査となり、 第1トレンチの第3遺構面が戦国末から江

戸時代初期の遣構面である可能性があります。

1 石造物鯛査の概要 I

石造物調査は石見銀山遺跡の歴史的過程を実態に即してより詳細に明らかにし、 鉱山造跡としての特

性を把握することを目的に実旅しています。 石造物には様々なものがありますが、 現在は鉱山の盛衰が

直接的に反映されると考えられる墓石を重点的に調査しています。

1)平成21年度石造物調査指導会

実施日：平成21年5月26日（火）

場 所：石見銀山檻界遺産センタ ー 、 現地

指導者：田中義昭氏（島根県文化財保護審議会委員）

池上 悟氏（立正大学教授）

今岡利江氏（島根県民会館）

概 要

平成20年度の調査成果の確認及び平成21年度の調査内容の検討を行いました。平成21年度は、 真

言宗金剛院、 温泉津地区にある古層の墓石、 石見銀山遣跡周辺の室町時代の墓石の調査を実施する

こととしました。

2)温泉津地区温泉津沖泊道周辺の石造物詞査

実施日：平成21年6月15日（月）

場 所：現地

参加者：大田市·島根県教育委員会職員

概 要

温泉津町内で確認されている最古の紀年銘石塔を実測調査しまし

た。 調査成呆としては、 一石万輪塔に1574（天正2)年、 組合せ宝

筐印搭基礎に1579（天正7)年の紀年銘を確認しました。 大森地区

とほぼ同時期に福光石製の石塔が使用され始め、 その形態は大森地

区の古い形態と類似していることが判明しました。

3)温泉津地区金剛院墓地の悉皆調査

実施日：平成21年8月17日（月） ～19日（水）
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▲天正2年銘の石塔



場 所：温泉津コミュニティ ー センタ ー 、 現地

指導者：田中義昭氏、 池上悟氏、 今岡利江氏

参加者：立正大学院生、 大田市・島根県教育委員会職員

概 要

金剛院境肉にある石造物を悉皆調査しました。調査成果としては、

搬入された日引石（ひびきいし：福井県産）と考えられる石造物

(14世紀末頃）、 特定家系に関連する変形宝塔、 大型組合せ宝匿印塔

を調査しました。大型宝筐印塔の調査では寄進者の銘文から造立時

期を推定することができました。廻船問屋が造立主体である変形宝

塔の検討では、江戸時代後期以降に製作されたと判明し、 有力商人

による継続した造立であることが確認できました。 また、 最終日に

は石造物調査指導会を開催し、 調杢結呆の確認及び補足調査の内容

について検討を行いました。 補足調査は10月までの間、 数日行いま

した。

4)温泉津町井田中正路の石造物調査

実施日：平成21年9月16日（水）

場 所：現地

参加者：島根県教育委員会職員

概 要

湿泉津町井田中正路（なかしょうじ）に所在する

組合せ五輪塔1基、 道標1基、 道標の可能性がある

石造物1基の計3基の調査を実施しました。 石見銀

山遣跡では1570年代以降、 福光石製の石塔が使用さ

れていることが判明してきました。 しかし、 その意、

匠や「一石造」という特徴の由来は不明です。 石見

銀山遺跡周辺を含め、 南北朝時代から戦国時代の石

塔の流れを把握し、 福光石製石塔を位置づける調査

として実施しました。 調査の結果、 中正路の五輪塔

は室町時代に造立され、 福光石製石塔とは形態的に

大きな違いがあることが分かりました。

5)石見銀山遺跡周辺の石造物調査

実施日：平成21年12月8日（火）・12月10日（木）

場 所：現地

▲金目lj院の調査風景

▲中正路の石塔調査

指導者：中村唯史氏（島根県立三瓶自然館）、 今岡利江氏（島根県立八雲立つ風土記の丘）

参加者：島根県教育委員会職員
概 要

石見銀山遣跡周辺に存在する室町時代の石塔について時期や石材の種類について指導を受けまし
た。温泉津町井田中正路の組合せ五輪塔はデイサイト製で、15世紀代の造立と考えられます。 大田

市久利町の組合せ宝筐印塔は粗い凝灰岩製で、15世紀を中心に14世紀末から16世紀の造立と考えら

れます。大田市大家町の石塔は15世紀代のデイサイト製、17世紀以降の福光石製石塔の2時期があ

ることがわかりました。継続して石見銀山遣跡周辺の石造物の類例を調査する必要があります。

-20-









場 所 島根県第2分庁舎人権啓発推進センタ ー研修室（松江市殿町）

講 師 松原高廣氏（石見銀山遺跡に関わる人権 ・ 同和問題協議会委員）

概 要

島根県下での同和問題の歴史について、 講師には人権・同和問題の解決を見据えて取り組まれた

啓発事業の成果に基づき平易にお話しいただきました。 その中では、 差別された人々が当時の社会

で果たしていた固有かつ重要な役割を評価すべき、 という指摘がありました。 こ れは調査研究にあ

たってふまえるべき重要なことの一つであることが確認されました。

2)第2回人権・同和問題調査にかかる調査指導会

実施日 平成22年2月26日（金）
場 所 島根県第3分庁舎古代文化センタ ー理化学分析室（松江市殿町）

講 師 松原醐廣氏（石見銀山遺跡に関わる人権 ・ 同和問題協議会委員）

概 要
今回は江戸時代の石見国幕府領における部落の歴史について、 講師から例を引いて分かりやすく

解説していただきました。 人権・同和問題の解決には、 当時の社会で差別された人々が治安維持を

担い、 社会的に重要な役割を果たした事実の解明が重要だと述べられました。

3)関連展示施設の見学

①見学日 平成21年9月10日（木）

場 所 久留米市人権啓発センタ ー （福岡県久留米市）

②見学日 平成21年9月15日（火）

場 所 渋染一揆資料館（岡山県岡山甫）、 岡山市人権啓発推進センタ ー （同）

③見学日 平成22年3月16日（火）

場 所 大阪人権博物館（大阪府大阪市）

見学者 島根県教育委員会職員

概 要

各施設鉦の特色ある展示見学に加え、研修や状況視察・聴取を通じて、 差別された人々の歴史に

ついて理解を深めることができました。 また、 人権・同和問題解決への取り組みに参考となる情報

を得ることができました。

I 教育普及方法等調査の概要 I

1)調査内容 先進事例の調査

実施日 平成22年3月27日（土）

場 所 飯田文化会館（長野県飯田市高羽町5-5-1)

参加者 島根県教育委員会職員

概 要

石見銀山遺跡の世界遺産としての価値を広く情報発信してゆくためには、体験を含めた教育着及

活動や、 請座·シンポジウム笠の活動が必要です。今年度は世界自然遣産登録をめぢしている南ア

ルプス地域で開催された「世界遣産フォ ー ラム南アルプスin飯田」を聴講し、 各地の鉱山遣跡で

の活動とは異なった観怠から事例調査を行いました。 同フォ ー ラムでは保全管理の重要性が指摘さ

れていました。 こうした点をふまえたパンフレット等が多数製作され、 価値とともに資産の大切さ

が広く周知されています。

-24-



3. 自然科学的調査研究

従煎の科学調査など自然科学的な調査を一つの体系として整理発展させ、石見銀山遺跡の実態を解明
し、より価値を高める調査を行います。この調査の目的は、鉱山技術の復元、遣跡の保存、環境保護等
の解明です。これらの成果は講演会や鉱山技術の体験、現地ガイド、現地公開などで公表します。

I 考古資料分析調査の概要 I

1)平成21年度考古資料分析調査指導会
実施日：平成21年7月18日（土）
場 所：石見銀山世界遣産センタ ー

指禅者：村上 隆氏（京都国立博物館学芸部保存修理指導室長）
参加者：大田市・島根県教育委員会職員
概 要

平成21年度の調査内容の検討を行いました。平成21年度は、清水
谷製錬所跡の出土品の分析を実施することとしました。

2)調査内容：清水谷製錬所跡の出土品分析
概 要 ▲遣物の検的

出土品の科学分析により石見銀山遺跡の採掘から製錬に至るまでの技術を解明する目的で調査を
実施しています。今年度は昨年度に引き続いて清水谷製錬所跡の出土品について、科学分析を実施
しました。清水谷製錬所跡は明治20年代の短期間操業であったため、当時の技術を解明するには絶
好の遺跡です。

島根県内でも最古級のレンガについても科学分析を実施しました。
また、産地同定に必要な各地の製品を分析しました。

I 生物調査の概要 I

調査内容：陸棲脊椎動物、毘虫類、植物などの生物調査
実施対象：石見銀山遺跡及びその周辺
実施方法：財団法人しまね自然と環境財団（島根県立三瓶自然館）に委託し実施
委託期澗：平成21年5月26日（火）～平成22年3月31日（水）
概 要

平成20年度から代表的な自然環境を有する地域を対象に生物調査を実施し、年次変化や影響の有
無を把握することとしています。平成21年度は継続的監視・観察を行いました。来訪者の増加など
に伴い、生物環境への人為圧は高まっていますが、現在のところ大きな変化はありません。新たに
希少動植物の存在が確認されており、継続した情報収集が必要です。

1資産保全調査の概要I

調査内容：石造物の保存対策の指導会
日 時：平成21年7月30日（木）～31日（金）
場 所：石見銀山世界遺産センタ ー、現地
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の成果報告のあり方や今後の調査研究課題の議論と検討を行いました。

5)テー マ別調査研究に伴う久喜・大林銀山の調査

実施日：第1回 平成21年4月10日（金）

第2回 平成21年4月20日（月）

第3回 平成21年5月12日（火）

場 所：久喜・大林銀山現地、邑南町郷土資料館（邑智郡邑酌町）

指導者：吉川 正氏（邑南町文化財保護審議会副会長）

中村唯史氏（島根県立三瓶自然館）

参加者：邑南町教育委員会職員、 島根県教育委員会職員

概 要

▲久喜の近代製錬所跡のカラミ原

「東アジアの鉱山比較研究」に伴い石見地域にある鉱山の情報収集を行いました。久喜・大林銀

山の現地調査及び近代の鉱山道具を調査しました。

6)テーマ別調査研究に伴う第40回1617会．勝瑞（徳島）例会への出席

実施日：平成21年5月9日（土）～10日（日）

場 所：徳島県板野郡藍住町地内・監住町コミュニテイセンタ ー

参加者：島根県教育委員会職員

概 要

1617会は、16世紀以前と17世紀以後の都市的な場を対象として学際的に研究を深めてゆく研究会

です。「最盛期石見銀山の景観復元」に伴い、 戦国期阿波国の城下町勝瑞について、多分野にわた

る調査・研究の方法や成果公開のあり方を参考事例としました。

7)テーマ別調査研究に伴う磯竹鉛山の調査

実施日：平成21年7月6日（月）

場 所：現地（大田市五十猛町）

指導者：中村唯史氏（島根県立三瓶自然館）

参加者：大田市・島根県教育委員会職員

概 要

鉛は銀精錬に必要な鉱物で、文献では18世紀には五十猛で採掘されていることが知られています。

現地には比較的尾根に近い、 地面の浅いところに2つの坑口が確認できます。 周囲には平坦地や坑

口が埋没した可能性がある窪地などもあります。

8)テーマ別調査研究に伴う笹ヶ谷鉱山の調査（堀家文書調査）

実施日：第1回 平成21年7月9日（木）～10日（金）

第2回 平成21年10月20日（火）～21日（水）

場 所：旧堀家住宅（鹿足郡津和野町）

指導者：第1回 仲野義文氏、 藤原雄高氏、 和田美幸氏

第2回 仲野義文氏、 藤原雄蘭氏

参加者：島根県教育委員会職員

概 要

堀家は山師として津和野町l芍を初め、 石見地域の鉱山を操業していたので、 鉱山の経営、 流通な

ど数多くの文書が所蔵されています。 銀山御料の動向は代官所の政策を反映しているため、 堀家文
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